
　 　

議
案
番
号

議員名　　　　 荻
原
洋
平

松
本
淳
一

西
澤
一
彦

江
沢
岸
生

飯
田
健
一

市
川
久
芳

渋
川
芳
三

渡
辺
美
智
子

高
山
恒
夫

石
田
克
男

竹
井
政
志

久
保
田
幸
治

山
﨑
一
郎

小
林
喜
美
治

上
松
永
林

議
決
結
果　　　　　　　議案等名

93 平成 27年度飯山市一般会計歳入歳出決算
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 認定

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ 長 ● ○ 認定

104 平成 27年度飯山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 認定

106 平成 28年度飯山市一般会計補正予算（第２号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ 長 ● ○ 可決

114 平成 28年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第１号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 長 ● ○ 可決

117 平成 28年度飯山市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ 可決

120
飯山市移住定住促進住宅条例

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

委員会 － － － ○ ○ ○ 長 ● － － ● ○ － － ○ 可決

飯山市移住定住促進住宅条例に対する付帯決議
本会議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決

委員会 － － － ○ ○ ○ 長 ○ － － ● ● － － ● 可決
※議案第 114号の本会議の表決については、一括して採決した簡易採決によるものです。

※ 賛否が分かれた議案および否決議案表決結果

　市川議員の一般質問に際し不適切な発言があったため、正副議長並びに議会運営委員会で厳重注意を行い、本人の申し出
により発言を取消しました。
　また、最終日本会議での付帯決議案に対する江沢議員の反対討論の内容が、付帯決議案に関する内容ではないと議長が判
断し、発言の中止を命じました。
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だ
よ
り
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9
月
定
例
会
概
要

※　委員会審査報告等は次ページで掲載しています

発言取り消し等　

　

９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９

月
23
日
ま
で
の
26
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
に
は
市
長
か
ら
、
決
算
案

13
件
、
補
正
予
算
案
13
件
、
条
例
案
２

件
、
事
件
案
３
件
及
び
報
告
２
件
が
提

出
さ
れ
、
上
程
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
23
日
に
は
、
人
事
案
件
２
件
が
提

出
さ
れ
、
追
加
上
程
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
月
７
日
か
ら
９
日
の

３
日
間
行
い
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

審
査
を
12
日
か
ら
15
日
の
４
日
間
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
お
よ
び
産
業
民
生

常
任
委
員
会
審
査
を
16
日
午
後
の
半
日

行
い
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
各
委
員
長
報
告
と
採
決
を

行
い
ま
し
た
。
産
業
民
生
常
任
委
員
会

か
ら
、
飯
山
市
移
住
定
住
促
進
住
宅
条

例
に
関
し
、「
こ
の
条
例
の
目
的
が
飯
山

市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
に
資
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
用

に
当
っ
て
は
移
住
・
定
住
の
推
進
に
寄

与
す
る
よ
う
に
柔
軟
な
運
用
を
図
ら
れ

た
い
。」
と
の
付
帯
決
議
案
の
提
出
を
し

ま
し
た
が
、「
付
帯
決
議
は
必
要
な
い
」

旨
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
全

員
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以

外
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、

全
て
可
決
・
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、「
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
請
願
」

お
よ
び
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級

推
進
と
、
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る

請
願
」
の
２
件
が
提
出
さ
れ
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
の
審
査
を
経
て
本
会
議

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。　

定例会の様子

議案第　９３号　平成２７年度飯山市一般会計歳入歳出決算
議案第　９４号　平成２７年度飯山市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
議案第　９５号　平成２７年度飯山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
議案第　９６号　平成２７年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
議案第　９７号　平成２７年度飯山市福祉企業センター特別会計歳入歳出決算
議案第　９８号　平成２７年度飯山市簡易水道等特別会計歳入歳出決算
議案第　９９号　平成２７年度飯山市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算
議案第１００号　平成２７年度飯山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
議案第１０１号　平成２７年度飯山市介護保険特別会計歳入歳出決算
議案第１０２号　平成２７年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算
議案第１０３号　平成２７年度飯山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
議案第１０４号　平成２７年度飯山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算
議案第１０５号　平成２７年度飯山市水道事業会計歳入歳出決算

決算案13件

議案第１０６号　平成２８年度飯山市一般会計補正予算（第２号）
議案第１０７号　平成２８年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第１０８号　平成２８年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議案第１０９号　平成２８年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第１１０号　平成２８年度飯山市福祉企業センター特別会計補正予算（第１号）
議案第１１１号　平成２８年度飯山市簡易水道等特別会計補正予算（第１号）
議案第１１２号　平成２８年度飯山市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
議案第１１３号　平成２８年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
議案第１１４号　平成２８年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成 28年９月定例会で審議された議案等

補正予算案
13件

　※ は賛否が分かれた議案です。他の議案については全員一致で可決・認定されました。

※

※

※

※

議案第１１９号　飯山市起業支援センター条例
議案第１２０号　飯山市移住定住促進住宅条例条例案2件

事件案3件 議案第１２１号　財産の取得について（雇用促進住宅）
議案第１２２号　財産の取得について（ロータリー除雪車）
議案第１２３号　平成２７年度飯山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案第１１５号　平成２８年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号）
議案第１１６号　平成２８年度飯山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第１１７号　平成２８年度飯山市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
議案第１１８号　平成２８年度飯山市水道事業会計補正予算（第１号）

※

※

人事案2件 議案第１２４号　教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて
諮問第　　１号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
請願第　　2号　義務教育費の国庫負担堅持を求める請願
請願第　　3号　国の責任による 35人学級推進と、教育予算の増額を求める請願　　

請願2件

意見書第　2号　義務教育費の国庫負担堅持を求める意見書
意見書第　3号　国の責任による 35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

意見書2件

報告2件 報告第　　６号　専決処分事項の報告について
報告第　　７号　専決処分事項の報告について
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審
査
に
あ
た
り
、
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

主
な
質
問
お
よ
び
意
見
と
、
市
か
ら
の
説

明
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

○
公
民
館
、
ふ
る
さ
と
館
、
女
性
セ
ン

タ
ー
等
の
入
館
者
の
減
少
の
理
由
は

↓
高
齢
化
や
児
童
数
の
減
少
等
に
よ
り

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
若
者
層
を

公
民
館
の
利
用
登
録
団
体
と
し
て
育
成

し
た
い
。
市
外
の
子
ど
も
た
ち
も
遠
足

に
来
て
お
り
、
更
に
活
用
推
進
を
図
り

た
い
。

○
補
導
セ
ン
タ
ー
の
巡
回
状
況
は

↓
巡
回
し
て
い
て
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に

少
年
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
無
く
な
っ

て
い
る
。
家
の
中
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
保
育
園
へ
の
冷
房
の
設
置
状
況
は

↓
基
本
的
に
は
三
歳
未
満
児
の
部
屋
全

て
に
設
置
。
ホ
ー
ル
も
ほ
ぼ
全
て
設
置

し
た
。
今
後
、
調
理
室
等
に
つ
い
て
順

次
設
置
し
て
い
く
。

○
街
灯
の
設
置
主
体
と
管
理
者
の
あ
り

方
等
は

↓
今
後
、
街
灯
の
管
理
者
は
誰
か
を
含

め
て
、
街
灯
の
台
帳
を
整
備
し
た
い
。

常
任
委
員
会
議
案
審
査

人　

事　

案

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ

れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
場
は
市
役
所
５
階
で
す
。
議
場

入
口
前
で
傍
聴
人
受
付
票
に
氏
名
等

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
傍
聴
入
口
よ

り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

市
政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
議

会
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

○
斑
尾
地
区
の
水
洗
化
率
が
低
い
が

↓
斑
尾
地
区
の
水
洗
化
率
が
伸
び
な
い

こ
と
に
苦
慮
し
て
い
る
。
老
朽
化
し
た

浄
化
槽
は
下
水
道
へ
の
接
続
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
お
り
、
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ

込
み
を
促
進
し
て
行
く
。

○
下
水
道
料
金
の
滞
納
状
況
は

↓
高
額
な
場
合
は
分
割
で
納
付
い
た
だ

い
て
い
る
。
時
効
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

○
斑
尾
の
水
源
の
状
況
は

↓
水
源
が
枯
れ
る
こ
と
は
無
い
が
、
水

位
の
低
下
は
顕
著
で
あ
る
。
飯
山
市
の

水
源
の
主
力
で
あ
り
、
井
戸
洗
浄
を
行

う
こ
と
で
井
戸
能
力
の
復
活
を
図
り
た

い
。

○
猟
友
会
の
会
員
の
高
齢
化
の
状
況
は

↓
高
齢
化
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。
飯

山
市
の
猟
友
会
は
後
継
者
も
入
っ
て
い
る
。

○
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
関
連
の

予
算
が
広
域
９
市
町
村
、
飯
山
市
そ
し

て
観
光
局
で
執
行
さ
れ
て
お
り
、
わ
か

り
づ
ら
い
が
ど
う
か

↓
開
始
時
点
で
整
理
し
た
結
果
こ
の
よ

う
に
な
っ
た
。
今
後
わ
か
り
易
い
形
に

整
理
し
た
い
。

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
見
通
し
は

↓
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
が
、
原
材
料
の
確

保
の
心
配
等
で
撤
退
す
る
企
業
も
あ
る
。

○
な
ち
ゅ
ら
の
駐
車
場
照
明
増
設
に
つ

い
て
駐
車
場
の
中
に
作
る
の
で
は
な
く
、

周
り
か
ら
照
ら
す
よ
う
に
し
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か

↓
増
設
は
１
灯
だ
け
の
設
置
で
あ
り
、

駐
車
場
内
で
歩
行
や
除
雪
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
な
場
所
に
設
置
す
る
。

○
市
道
舗
装
修
繕
工
事
は

↓
当
初
予
算
で
は
決
ま
っ
た
枠
の
中
で

し
か
要
求
で
き
な
い
。
修
繕
が
待
て
な

い
と
こ
ろ
を
補
正
で
対
応
し
て
い
る
。

○
シ
ス
テ
ム
改
修
関
係
の
費
用
が
多
額

だ
が

↓
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
国
の
制
度
改
正
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

飯
山
市
移
住
定
住
促
進
住
宅
条
例
に
つ

い
て
、
短
期
的
な
入
居
も
認
め
る
よ
う
に

と
の
意
見
が
だ
さ
れ
、
付
帯
決
議
を
行
う

こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
採
決
を
行
っ
た
と

こ
ろ
賛
成
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
付
帯
決
議
文
の
内
容
に
つ

い
て
は
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、「
案
文

は
正
副
委
員
長
一
任
」
に
よ
り
、
最
終

日
の
本
会
議
に
産
業
民
生
常
任
委
員
会

か
ら
付
帯
決
議
案
の
提
出
し
ま
し
た
が
、

全
員
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
の
地
方
自
治
体
に
於
い
て
政

務
活
動
費
の
不
適
切
な
執
行
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
な

こ
と
で
す
。
飯
山
市
議
会
議
員
に
は

月
額
１
万
円
の
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
使
用
状
況
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

閲
覧
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 政

務
活
動
費
の

　
　
公
開
に
つ
い
て

市
議
会
を

　
　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◇
議
案
第
1
2
4
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す
る
同
意

　

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

    

小
林
　
輝
紀
　
　
氏
　《
原
案
同
意
》

◇
諮
問
第
1
号 

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

　

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て  

　   

関
　
　
保
典
　
　
氏

　
　
丸
山
　
信
一
　
　
氏   《
原
案
同
意
》

予算決算常任委員会審査の様子

　

産
業
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月

16
日
㈮
に
市
内
下
水
処
理
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
飯
山
終
末
処
理
場
の
ア
ク

ア
パ
ー
ク
飯
山
を
視
察
し
、
汚
水
を
処

理
す
る
過
程
に
つ
い
て
現
場
を
見
な
が

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
瑞
穂
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
特
有
で
あ
る
Ｅ

М
Ｂ
Ｃ
（
バ
イ
オ
酵
素
）
を
用
い
た
処

理
過
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
で
処
理
す
る
と
、
通

常
の
微
生
物
で
分
解
す
る
よ
り
も
発
生

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
求
め
る
請
願
」
お
よ
び
「
国
の
責

産
業
民
生
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
平
成
28
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

請
願
審
査
・
意
見
書

◇
請
願
第
2
号

　

義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
堅
持
を
求
め
る

　

請
願        

　               《
採  

　 

択
》

◇
請
願
第
3
号

　

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
、
教

　

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
請
願

               

　                 《
採  

　 

択
》

　
請
願
者

　
　

飯
山
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

荻
原　

章
一

◇
意
見
書
第
2
号

　

義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
堅
持
を
求
め
る

　

意
見
書                

　 

　《
採
　   

択
》

◇
意
見
書
第
3
号

　

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
、
教

　

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

         

　                       《
採  

　 

択
》

飯
山
赤
十
字
病
院

経
営
改
善
計
画
説
明
会

す
る
汚
泥
の
量
が
少
な
く
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
処
理
水
は
農
業
用

と
し
て
農
家
へ
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

任
に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
教
育
予
算

の
増
額
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
、

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。

管
内
視
察
報
告

　
9
月
16
日
㈮
飯
山
市
役
所
に
お
い

て
、
飯
山
赤
十
字
病
院
が
策
定
し
た
経

営
改
善
計
画
に
つ
い
て
古
川
賢
一
院
長

か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
、
議
員
全
員
で

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

古
川
院
長
か
ら
は
、
飯
山
赤
十
字
病

院
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
と
、
今
後
の

対
策
お
よ
び
北
信
総
合
病
院
と
の
連
携

等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
質
問
等
に
対
し
て

も
、
院
長
か
ら
直
接
説
明
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
飯
山
赤
十
字
病
院
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

飯山赤十字病院古川賢一院長から説明いただく

岳
北
広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会

　

9
月
28
日
㈬
飯
山
市
議
場
に
お
い
て

岳
北
広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
決
算
で
は

歳
出
総
額
11
億
6
千
万
円
余
と
な
り
、

前
年
比
10
億
2
千
万
円
余
、
率
に
し
て

47
㌫
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

消
防
庁
舎
建
設
事
業
等
大
型
事
業
が
平

成
26
年
度
で
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
議
案
は
決
算
案
1
件
、
補
正

予
算
案
1
件
の
計
2
件
で
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
全
て
全
員
一
致
で
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

岳
北
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
の
定

数
は
18
名
で
、
飯
山
市
か
ら
は
8
名
の

議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

飯
山
市
議
会
事
務
局

☎
62
３
１
１
１　
内
線
４
１
１

瑞穂浄化センターにて


